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表　題 年 月 日
作 成 者

（差出人）
宛　先 注　記 形 態 数 量

1 大福万覚帳 安政6未歳正月吉祥日 満津屋岩太郎 宿屋の帳簿 長帳 1

2 大福万覚帳 明治21年戊子正月吉祥日 南加街　松屋喜太郎 長帳 1

3 大福万覚帳 明治23年庚寅正月吉祥日 中街　松屋喜太郎 長帳 1

4 大福万覚帳 明治24年辛卯正月吉祥日 中街　松屋喜太郎 長帳 1

5 大福万覚帳 明治14年歳巳ノ8月吉日 中町　松屋喜太郎 長帳 1

6 大福万覚帳 明治25年壬辰正月吉祥日 中街　松屋喜太郎 長帳 1

7 大福万覚帳 明治26年癸巳正月吉祥日 中街　松屋喜太郎 長帳 1

1

福岡県地域史研究所
ノート
松屋文書
　松屋文書は、いずれも「大福万覚帳」と題する長帳7点である。1点が安政6年で、他は明治14年、21年、23年～36年。明治期の分はいずれも中町(または中街、南加街)の松屋喜太郎とあり、内容から見て、松屋は、現在柳川市に属する中町で米屋を営んでいたようである。明治26年の分を見ると、米、大豆、餅の売上の記録であり、取引先は小口は当町、市街といった地域ごとに、大口は大和屋などの屋号、十時などの姓で分類されている。
　安政6年の分は満津屋岩太郎の手になり、宿屋、料理屋の賄いの記録と思われる。客の名、賄いの内容、代金などが記されている。昼の賄いに「蒲焼」とあるのは土地柄を表わしていておもしろい。また、客の中には御代官様、御役頭様なども見られる。　 


